
電子媒体で請求されている
保険医療機関及び保険薬局の皆さまへ

支払基金及び国保連合会では、レセプトの電子媒体による請求をされている保険医療
機関及び保険薬局（以下「保険医療機関等」という。）の皆さまの更なる事務の効率
化・負担軽減につながるよう、オンライン請求への移行について、ご理解、ご協力を
お願いしています。

オンライン資格確認を導入した場合、そのオンライン資格確認端末やネットワーク回
線等を利用してオンライン請求を開始することも可能です。

保険医療機関等からの支払基金及び国保連合会へのレセプト請求は、原則、電子レセ
プトにより行われており、令和5年3月処理における支払基金への請求の状況は、以下
のとおりです。

１.オンラインによる請求の状況

点数表
電子レセプト

紙媒体
オンライン 電子媒体

医 科 74,524（78.9%） 17,158（18.2%） 2,719（ 2.9%）

歯 科 22,647（33.5%） 39,638（58.6%） 5,335（ 7.9%）

調 剤 59,295（98.2%） 486（ 0.8%） 573（ 0.9%）

２.オンライン請求の手続き等

点数表別レセプト請求状況（機関数（％））

オンライン請求を開始する際は、支払基金へ届出が必要です。

オンライン請求する場合の機器、セキュリティ、届出様式等につきましては、支払
基金ホームページをご覧ください。

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）
トップページ＞オンライン請求
＞保険医療機関・保険薬局に係るオンライン請求
＞ 4.オンライン請求の手続きについて



電子媒体・紙媒体 オンライン

◆電子レセプトが記録された電子媒体や紙
媒体を支払基金へ搬送（窓口へ持参又は
送付）しているため、搬送時における破
損や紛失などの問題が発生

◆電子媒体への書き込み、郵送作業

◆土・日・祝は受付不可
(10日が土・日・祝の場合は受付可能)

◆診療翌月10日までの17時30分まで

◆事務的な誤りがあったレセプトは返戻
され、次月以降に再請求

◆振込額は支払月の翌月上旬に到着する
当座口振込通知書で確認

◆各帳票が紙のため、保管場所の確保が
必要

◆暗号化通信、セキュリティを確保したネッ
トワーク回線を使用するため、安全な請求
が可能

◆ダイレクトに送信

◆土・日・祝も受付可能

◆5日～7日は8時～21時まで

◆8日～10日は8時～24時まで

◆受付・事務点検ASP(※1)の利用による
レセプトデータの事前チェック

◆エラー箇所は請求月の12日まで修正が可能

◆振込額は支払月の15日以降から確認が可能
◆各種情報をデータで管理・保存することに
より、保管場所の確保が不要

安全性・セキュリティの強化・請求の簡素化
搬送時の紛失・破損の問題が解消されます

受付時間の延長
郵送・持ち込みであれば受付時間が制限されますが、オンラインだと10日24時までの送信が可能です

レセプトの事前チェック
患者氏名の記録漏れなど事務的な誤りがあるレセプトを事前に確認します

※1 受付・事務点検ASPとは、保険医療機関等が支払基金の
事務点検プログラムを利用して、患者氏名の記録漏れなど
事務的な誤りがあるレセプトを事前に確認でき、速やかな
修正を可能とするサービスです。

※2 振込額明細データとは、オンライン請求を行っている
保険医療機関等が対象のサービスで、毎月の請求に対する
支払額等の金額情報をオンラインで一括提供します。

※3 5情報14種類の帳票は以下のとおりです。
【振込額決定情報】
①振込額合計 ②振込額明細（電子レセプト分）
③振込額明細(紙レセプト分)
④当座口振込通知書

【再審査情報】
⑤再審査等支払調整額通知票 ⑥突合点検調整額通知票
⑦再審査結果連絡書（原審どおり）

【増減点連絡書情報】
⑧増減点連絡書(電子レセプト分)
⑨増減点連絡書(紙レセプト分)

【返戻内訳情報】
⑩返戻内訳書(電子レセプト分)
⑪返戻内訳書(紙レセプト分)

【資格確認結果情報】
⑫枝番特定結果
⑬資格確認結果連絡書（原審査）
⑭資格確認結果連絡書（再審査）

安全性・セキュリティの強化・請求の簡素化
搬送時の紛失・破損の問題が解消されます

レセプトの事前チェック
患者氏名の記録漏れなど事務的な誤りがあるレセプトを事前に確認します

振込額明細データ(※2)の提供
●当座口振込通知書の振込額が事前に確認できます

●5情報14種類(※3)の帳票をデータで受け取ることができます

３.オンライン請求のメリット

詳しくは、所在する都道府県の支払
基金へお問い合わせください。


